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１ 本研究の背景と目的

1.1 はじめに

「楕円彩色法」とは，筆者が非行臨床に従事する中で独自に着想した描画法である。非行少年の多

くは，自分の感情を自らの内に抱えておくことや，それらをことばにして表出し伝達することを苦手

としている（平川，2000；藤川，2010）。そのため，彼らはうまくことばで表出できない情動を，とき

に「問題行動」という形で表出してしまうのである。そのような傾向をもつ子どもたちとの面接では，

一般の心理療法やカウンセリングで期待されるような内省が深まりにくく（河野，2003），面接が展開

せずに現実場面での問題行動に歯止めがかからないといった事態が起こりがちである。ゆえに，非行

少年との面接では，彼らが自分の内に湧き起こるさまざまな感情に気づき，それを理解した上で，問

題行動という形ではなくことばで表出していく力をどのように育てていくかということが，一つの大

きな課題となっている。

筆者はこの課題に取り組むなかで，彼らが起こした問題行動と，その行動に付随する感情や思考を

視覚化し外在化する試みとして，「頭の中」に見立てた楕円図形に彩色を施すことにより自分の感情や

思考を表現する方法を着想し，この方法を「楕円彩色法」と名付けた。筆者がこの技法を着想し，対

象者との面接に導入した経緯や，この技法を用いたことによる治療的な意義については，先に一事例

を取り上げて報告した（本間・森，2014）。

1.2 本研究の目的

本研究の目的は，描画法としての楕円彩色法の有効性を明らかにすることである。心理療法やカウ

ンセリングの場において，楕円彩色法を用いて過去の出来事を振り返ることが対象者にとってどのよ

うな意味を持ち，どのような体験となっているのかについて，実証的研究と事例研究により検討し，

心理療法に楕円彩色法を導入することの意義について検討することを目的とする。また，それらの研

究に先立って，非行臨床において描画法がどのように用いられ研究されてきたかを概観し，今後の非

行臨床における描画法の課題についても展望することとする。

２ 本研究で得られた結果

2.1 研究１「非行臨床における描画法研究の歴史と今後の展望」

研究１では，非行臨床における描画法の歴史について概観するとともに，今後について展望した。

非行臨床の現場では，日本に描画法が紹介された当初からこれを積極的に導入してきた経過がある。

その歴史をひも解いてみると，1960 年代より描画法が導入・研究されるようになり，1980 年代に研

究が本格化した。そして非行少年の増加もあって1990年代には研究の隆盛を迎え，文献数も最多とな

った。研究内容を見てみると，当初は描画テストの導入に伴い，より信頼性の高い指標を導き出すた

めの量的研究が中心であった。その後，描画法はテストとしてだけでなく治療的な活用もされるよう

になり現在に至っている。今後の発展のために必要なこととしては，描画療法における非行少年特有

の表現についての検討や，非行少年に特化した介入的な活用法，新たな技法の検討が挙げられる。そ

の際，従来のような症例研究の手法による検討だけでなく，複数事例の横断的研究や基礎的研究など

の手法を用い，より実証的な結果を導き出す必要があると考えられた。

2.2 研究２「楕円彩色法の有効性に関する実証的研究」

研究２では，筆者が非行臨床に従事する中で着想した描画法である楕円彩色法について，実証的な

研究を行った。対象者を実験群と統制群に分け，実験群には楕円彩色法を，統制群には別の方法を導

入した模擬面接を行い，「描画体験の強さ」や「感情や思考の表現と伝達」などに差異があるかどうか，
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尺度を用いて比較検討した。その結果，「描画体験の強さ」，「感情や思考の表現と伝達」のいずれにも，

両群間での有意差は見られなかった。しかし，項目ごとの比較検討では一部に有意差が見られ，その

結果として自己理解の中でも「自分の好きなもの・興味・関心」といった感覚的な側面における自己

理解をより促進させる効果があることが示唆された。また，まず色彩のイメージにより自分の感情や

思考を表現することにより，漠然とした感情や思考をより言語化しやすくすることも示された。さら

に，楕円彩色法を用いた面接を体験した多くの対象者が自己理解が進んだと感じ，実験後にはポジテ

ィブな感想を抱いており，このことからも楕円彩色法には新たな描画法としての有用性があることが

明らかとなった。

2.3 研究３「楕円彩色法の有用性についての事例研究」

最後に，模擬面接で楕円彩色法を実施した３事例をとり上げ，事例研究を行った。事例１では，楕

円彩色法による描画に表現された「黒」の領域の大きさや意味合いの変化から，対象者が問題行動に

歯止めをかけることができた要因を読みとることができた。事例２では，肉親の死別に伴う悲しみと

そこから立ち直る過程を振り返ったが，悲しみを表す青系の色彩を，感謝や尊敬の念を表すだいだい

が次第に包みこんでいくことで喪のプロセスが進んでいく様子が見事に描画に表現された。事例３で

は，対象者にとって「自分が生きてきた中では大きなこと」となっていた出来事を楕円彩色法により

振り返るなかで，対象者自らが，なぜこの出来事が「大きなこと」となっていたのかについての気づ

きを得た。そして，これら３事例の検討を通して，楕円彩色法には出来事そのものを描画であつかう

ことができ，ネガティブな出来事や感情と直面化する際の苦痛を軽減するとともに，対象者の自己理

解が促進される効果があることが示唆された。

３ 今後の課題

楕円彩色法は筆者が現場での実践において着想した技法であり，その研究も現場における面接への導

入も始まったばかりである。今後，この技法が広くさまざまな対人援助の現場で活用されるようになる

ためには，次のような課題があると考えられる。

まず一つめの課題は，実証的研究における研究方法の問題である。これは楕円彩色法だけでなく他の

描画法の研究においても共通する課題であるが，特に描画療法の研究は症例研究が中心であり，実証的

研究の数は少ない。本研究でも実証的研究を行ったが，はっきりとした有効性を示すには至らなかった。

楕円彩色法など描画を用いた治療法や介入法の効果を実証的に明らかにするためには，統制のかけ方や

使用する尺度など，実験方法について検討する必要があると考えられる。

また，楕円彩色法によって描かれた描画の表現内容に関する検討も不足している。今回の研究では，

描画の内容については事例研究で少し触れたものの，多くの人に共通する表現や特徴的な表現について

の検討は行っていない。楕円彩色法によって描かれた描画を読み解くためには，それぞれの色が一般的

には何を表すのかといった色の象徴についてや，色の塗り方，楕円形という枠内の空間の区切り方など

についての一定の指標が必要である。今後は，そのような指標を得るために，楕円彩色法による描画の

表現内容についても研究を進めていくことが求められる。

さらに，楕円彩色法が治療者にとってどのような効果をもたらすのかについても検討が必要である。

本研究では，楕円彩色法を導入することが対象者にとってどのように有効であるのかを検討した。しか

し，楕円彩色法は治療者と対象者の共同作業により描画をしていく技法であり，対象者だけでなく治療

者にとってもさまざまな作用をもたらす。楕円彩色法が治療者にとってどのような効果をもたらすのか

についても，今後研究を進めていく必要があるだろう。
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